
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わさびジオツアー現地研修会の開催 

７月31日（金）、西伊豆町宇久須において、南伊豆山

葵生産組合の生産者を対象として「世界農業遺産『静岡

の水わさび』とジオパークの関係を学ぶ現地研修会」を

開催しました。講師として、わさびの収穫体験を実践し

ている藤井わさび園の藤井氏と伊豆半島ジオガイド協会

の仲田氏を招き、藤井氏からはわさび田の観光利用のノ

ウハウを学ぶとともに、仲田氏からは「わさび」と「ジ

オ」の関係性について講義を受けました。研修を受けた

生産者からは、「わさび田の観光利用に興味を持った。」

との感想が聞かれました。今後、当事務所では、わさび

田を活用したジオツアーの実現に向けて取組を進めてい

きます。 

 
担当：地域振興課（0558-24-2079） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 2 年度優良建設工事等表彰式 

令和2年8月7日（金）、静岡市の静岡県男女共同参画

センター「あざれあ」で令和2年度優良建設工事等表彰

式が開催され、当事務所では、次の1件が経済産業部長

表彰（地域貢献部門）を受賞しました。 

地域貢献部門 

受　注　者 工　　事　　名 工事箇所

西伊豆貨物自動車㈱

平成30年度中山間総合（中山
間・一般）松崎地区江奈農道
2工事

賀茂郡松崎町江奈

 

また、9月16日（水）、下田土木事務所と共同で令和2

年度優良建設工事等表彰式を開催しました。 

当事務所では、次の３件を表彰しました。 

優良工事部門 

受　注　者 工　　事　　名 工事箇所

西伊豆貨物自動車㈱
平成30年度治山（復旧）鳴沢
上工事

賀茂郡松崎町
道部

丸宇興業（株）
平成30年度治山（緊急予防）
峯岸工事

賀茂郡西伊豆
町宇久須

 

優良技術者部門 

受　注　者 工　　事　　名 工事箇所

東海建設（株）
平成30年度治山（緊急予防）
石ノ平工事

賀茂郡河津町
川津筏場

 

担当：総務課（0558-24-2075） 

WELLかも！ 

「 わさび 」 

 「わさびは天城」というイメージがありません

か？実は、この賀茂地域でもわさびは作られている

のです。わさびは、刺身も良し、肉も良し、茎・根

を三杯酢漬やわさび味噌にして味わうも良し、色々

な楽しみ方があります。筆者のお薦めは『わさび丼』

です。熱々のご飯に鰹節を散らし、下ろしたてのわ

さびを好みの量いれます。衝撃を受けること間違い

なしなのでぜひ一度ご賞味あれ‼ 



 乗用型草刈機を貸し出しています。 

企画経営課では所有する乗用型草刈機を荒廃農地の解

消作業を行う農業者や法人、地域の農地保全に取り組む

組織の方に無料で貸出を行っています。  

令和元年度は農業者や団体等に8回貸し出し、計

4.14haの荒廃農地が解消されました。 

 令和２年度は8月末時点で２回貸し出し、1.7haの荒

廃農地が解消されています。 

農地の有効活用のため、荒廃農地の解消に向け、乗用

型草刈機の積極的な活用を支援しています。 

担当：企画経営課（0558-24-2076） 

 未来への森づくりタウンミーティングを開

催しました。 

 ７月31日に下田総合庁舎、８月21日に西伊豆町保健

センターで、「未来への森づくりタウンミーティング」

を開催しました。 

 このタウンミーティングでは、「森の力再生事業」の

成果報告と、「森林（もり）づくり県民税」についての

説明と参加者との意見交換を行いました。 

 意見交換では、参加者からは、「事業効果が高く、引

き続き事業を継続してほしい。」との要望や、「管内に

は広葉樹林が多いことから広葉樹整備の割合を増やして

ほしい。」などの活発な意見がありました。 

 森の力再生事業は、森林（もり）づくり県民税を財源

とした補助事業で、放置され荒廃した森林を再生するた

め、平成18年度から行われています。賀茂地域では、昨

年までの14年間で1,309ha（東京ドーム約280個分）

の森林が本事業で整備されました。 

担当：森林整備課（0558-24-2082） 

 加増野ポーレポーレに国際交流員が取材に

訪れました。 

 静岡県が発刊する季刊誌「むらのおと」の特集ページ

「Foreigner`s eye」の取材で、国際交流員のパルマ・パ

メラさん（フィリピン）とＡＬＴのターニャ・長塚さん

（アメリカ）が下田市加増野にある農産物加工所”加増

野ポーレポーレ“を訪れました。 

 運営委員長の和泉さんから地域の高齢化や深刻な鳥獣

害の話に、2 人は真剣な表情で耳を傾けていました。そ

の後は、当施設の人気プログラムであるそば打ちを体験

しました。水の分量やスピードが重要で、根気のいる、

しかも繊細な作業に悪戦苦闘していましたが、なんとか

完成。打ったそばは太さがバラバラでしたが、「美味し

い」と嬉しそうに食べていました。 

 今回の記事は 10 月発刊予定の「むらのおと秋号」で

掲載される予定です。各市町の庁舎や、美しく品格のあ

る邑の拠点施設等に配架されますので、ぜひご一読くだ

さい。 

担当：農村整備課（0558-24-2080） 

 治山事業要望箇所の現地調査を実施 

来年度の治山事業の実施に向けて、山腹崩壊地や荒廃

渓流など、市町から治山事業の要望を受けた森林につい

て、現地の状況や要望内容を確認しながら、その周囲を

市町の職員と一緒に調査し、今後の事業計画や対策方法

等を検討しています。 

今年の梅雨は、全国的に大雨となり、大きな災害が多

発しました。森林内に異常があれば、お住まいの役場へ

情報提供をお願いします。 

担当：治山課（0558-24-2084） 

 


